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不登校を予防する指導・援助の在り方に関する調査報告

一教魎と児童の意識調査から一
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音
部　　学（福島大学大学院教育学醗究稗

木真理徽育実践総合センター・教育臨床学／

　文藻省はヂ登較矩否はどの子にも趨こり得るものである」との見解を示し，学較での取む緩みの

重視を援無している。そこで，学校における不登校予防の方法に聡して教麟と児童がどのような意

識を持っているかについてアンケート調査を行い，その結果をもとに報告する。また，不登校予誘

にお縁るチーム捲導についても言及する。

〔キーワード3不登校予購　アンケート講査　意識のズレ　チーム指導

王　は　じ　め　に

　現在の教育問題の中で，不登校は特に深刻な問題で

ある。文藻省の学校基本調査によると「学校嫌い」を

還磁1縫鱒8無縫申に3紹以上欠蔵した小中学生は捻万

人を越えている。この数は，年麟緯馨以一しの欠霧者を

調査し顛めた欝欝隼から年々増擁してお琴，過去最高

の欠罐人数となっている。

　文藻省（i鰭2）は，薪登校極否開題への対応の基本的

視点」において「登校捲否はどの子にも起こ畠｝得るも

のである」という見解を示し，学校での薮蔭緩みの重

複を握議している。学校にお謬る取弩緩みの申で一番

；存劫な援勤・指導は予防としての対応と寧覇発見・早

購対応であると思われる。

　そこで，「不登校はどの子にも莚こ辱得る」という観

点から，不登校予防のために教睡はどのような対癒を

必要と感じ，電量は教鎌にどのような燐応を求めてい

るのかを萌らかにするために意識調査を宥った。その

結果を中老・に鞭告する。

叢　方法と対象
　篠島県内の公立小学校5校の5年生3鋳名（男子玉懸

名．女子露9名）及び現在遜・5・6学年を撞任してい

る教錘雄名／男子25名，女子鍵名〉，合議3縫名に対

し，無記名アンケート！資料1を配姦して罎答を求め

た。質闘の内容は，購出離r教育センター（至9§3）の

「登校捲否に関する醗究」，穣本（欝961のギ教育的雰

雛気を醸成する教糠の背為についての講究3の質懸紙

を参考に，現職教員などのインタビューから得られた

項舞などを簾え「不登校を予防する手だて」に関する

5垂項舞　（霞常の短籍27項還，元気のないときや落ち込

んでいるときの対応27項鋤を設定した。それぞれの

項§に醸して，教轟には「やったほうがいい」「どちら

かといえばやったほうがいい」「どちらともいえない」

「どちらかといえばやらないほうがいい」「やらないほ

うがいい」の5段轄の評定尺度で，児童にはヂしてほ

しい」「どちらかといえばしてほしい」彩どちらともい

えない」「どちらかといえばしてほしくない」野してほ

しくない」の5段階の評定尺度で麟答を求めた。ま

た，登校暴避感精の有無によって違いがあるかどうか

を見るために，今年になって侮らかの遷轡で落ち込ん

で学校に行きたくないと思ったことのあるなしをたず

ねる設幾を旛えた（有82名，無253名）。調査の絃果は

「やったほうがいい」「してほしい」の5点から「やら

ないほうがいい」「してほしくない達の王点までのi点

きざみの得点を与え，得点が高ければ高いほど望まし

いと考えている対応とし，得点が低いほど望ましくな

いと考えている対癒として示した。

蟹　結 果

1　望ましいと考える援跡

（1）晃童が教擁に望む援鱗（平均鐘遷．2以上／

　①　馨常の婦癒

みんなに楽しい行事を企霞する機会を作る。

悪いことをした場合，すぐに靴らず理態を篤く。

発表で鷺違えたとき，うまくまとめる。

災致したことを笑った除した友達を注意する。

冗談を言って笑わせてくれる。

発表を…生懸命闘いてくれる。

いじめられたとき，話をしっか弩露き注意する。

　②　元気がないとき，落ち込んでいるときの対膳

仲のいい友達が遊びに誘ってくれる。

宿題など，あまむつらくならないように気を使う。

好きな友達と籍を近くにしてくれる。

一人でいて元気がないとき友達が話しかけてくる。

庸を交換してくれる。

（2／教麺が望ましいと考える懸癒（平均鰹4、2以一と）

　①　§常の対癒
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　髭どもが議しかけてきたときじつく鯵話を饑く。

　子どもの発表を…生懸命饑く。

　良いところや醸張っているところをほめる。

　やさしく，笑顔で接する。

　｛本調が悪騨とき，やさしく声をか1ナる。

　失敗したことを笑った13した人を涯意する。

　いじめがあったとき，議をしっか諺開き注意する。

　遊びや活動など…鰭に取む緩む。

　子どもに楽しい行事を企醸する機会を与える。

　悪いことをした場合，すぐに乾らず理由を篤く。

　教懸の方から暗闘を作って話し合う機会を設捗る。

　授業申操｛乍的活動や轟きのある活動を取移入れる。

　発表で翼違った子どもの意見をうまくまとめる。

　授業中鱗轟捲導の機会を多くする．

　励ましの意練で頭をなでる，肩をたたく。

　　②　元気がないとき，落ち込んでいるときの対応

　子どもの趣味や好きなことについて話をする。

　像健室など教篶、以外への登校を認、める。

　元気がない児童の保護者に連絡して話を饑く。

　授業中励ましの言葉かけをする。

　休んだ次の雲，温かい言葉かけをする。

2．霞辛分蟹結集から見た不登校を紡ぐ指導・援麟の

　あ鞍方

　児童が求める対癒と，教鎌が不登校予防に必要と考

える対繕にどのような違疑があるかを露子分辮諾果か

ら見てみたい。

　｛麟　霞子分蟹及び猿子尺度の決定

　児童・教編それぞれに擾示した震項蓉の霞子嚢造を

萌らかにするために，全項彗で主霞手解の霞子分辮を

実施した。瞬窟纏の変｛ヒに着馨し，次の露子との翼有

値の差が籟対約に大きいところまでの鑛子を見ると，

驚童も教鑛も共に5霞子が捲1鐵されたので，5磯子で

バリマックス織転を実施した。

　　B艶董から見た教麟の繋慈

　教締に求める対応に対して最も説窮力の高い第i緩

子は励ましややさしい声かけなどが中心となってい

る。この繕果から児童が教締に望むものは，励ましや

やさしい声かけというような，あたたかさ，やさしさ

を持った鰐慈であるということができる。この霞子の

中に励ましややさしい声かけと…奉者に教麟善こ魑強を教

わったり，教鯨と一緒に活動するという項饗が入って

いる。魑強を教わった弩，一緒に活動するということ

は励ましややさしい声かけと瞬じようにとられている

ということである。

　第2馨子は，児童が休んだときの保護者への連絡や

本人への関わ垂｝というような，闘懸が趣きそう壕とき

の予防的薄繕ということができる。第2馨子の尺度得

点の全体平均が勉の裂干に比べて極蟻に低いことか

ら，隻i薫毒ご望まない指導・援髭むということになる。こ

の雷干には家庭訪闘をして本人と謡をした諺，像護考

2む§轡一6

と霞舞をするという糞垂響碁毒§入って㌧Σる。これらの索書寿喜1こ

ついて箆童1ま，教瞬に家にまで入って果られるという

ことで漫人的に感じる可能童生もある。第2聚子の中の

それぞれの露子について飽の露華との関係を見てみる

と「学校に来ていないとき，電譲で励ます」や「元気

がないとき，先生の嬬の近くにする」，r学校に行けな

いとき，遅才tてもいいカ｝ら学桑交に来るようにいう」な

どの項蔭1は第i霧子に寄与している岱つまむ，これら

の対慈はあたたかさや，やさしさが感じられる蝉慈と

いうことができる。しかし，家庭訪概して本人と話を

した辱，保護者と話をしたりするという対慈について

は第三露子にほとんど寄与しないという結果になって

いる。箆童にとって家庭詩想されて自分や保護者と議

をすることに鱈しては，あたたかさややさしさを持っ

た対慈とはとれないということを示している。

　第3露子は，失致したりしたことを笑ったむ，馬鹿

にしたむした友達がいた場合の注意や悪癖ことをした

場合には遷醗を麗くなどの対臨が中心の，本人の意見

を尊重し穿本人を守る業遺癒ということになる．これ

は，性差，登校譲避感精の有無によって差が見られた

縁応である。男子よ琴女子の方が，また登校擁避感椿

のない児童よ弩もある児童の方がこれらの対癒を望ん

でお諺，臨分を大切にしてほしい，鶉分を守るために

悪いことをした入には厳しい対慈をしてほしいと考え

ているようである。したがって，教翻ま事実をしっか

辱つかむ必要があむ，そのための話し会い，話を騰く

耳を持つということが求められる。

　第逢裟子は，元気がない児童に帰して，伸のいい友

3窒と磯iを1講じくした辱，葎妻題を議すときにつらくなら

ないように気をつかうなどの，友達や籠力等毒こ配癒し

た録慈ということ毒害できる。これも，第3清子と同じ

く望まれている対癒であ彗，性差および登校麟避感精

の有無による差はみられなかった．つま鯵，この対慈

に弱しては男女とも，また，登校麟避感精のある晃童

にも登校羅避感梼のない晃童にも稜極的に鴛うべき対

応ということができる。

　第5霧子は，抹んだときの友達からの電謡や，遜え

などが中心となる，休んだときの友達を通しての麟慈

ということになる。この項嚢に隣しては盤、差があ吟，

女子の方が多く望んでいる。女子は麟つたとき友達を

頬舞にするということが欝ているので，不登校の予鯵

には友達の協力も必要となってくることを示験してい

るということカごできる。

2〉不登校を防ぐための指導・援跡

　不登校を防ぐために教締が必要と考える責サ応に対し

て最も説明力の高い第i霞子は，学校に来ていないと

きの還えや，電議で励ますなどの教麟主導の揚導離認

膳ということ力書できる。

　第2瞬子は，先生の方からあいさつをするや優しく

笑顔で接する，グループに入って一緒に給食をとるな
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どの，友好的な雰麟気葬軽を心がけた対慈ということ

ができる。

　第3欝子は，発気のない児童に対しての癒の謝意

や，いじめがあった場合子どもの誌をしっか零露いて

対応にあたるなどの，子どもの意見を尊重した短籍と

いうことができる。

　第4聚子は，始業時灘に遅れてきた子どもへの，霊

葉かけや元気がない莞童への話しか酵などの，コミュ

ニケーシ嚢ンを重複する離籍ということができる。

　第5露子は，授業申の鱗磯捲導や学習の遅れがちな

児童に抹み時靉靆強を教えるなどの，学力補充を羅捲

した対“濾ということができる。

　　3／晃童と教麟の裂子の琵較

　教藝毒は，①指導的対応，②友好的な雰囲気舞琴を心

が諺た対応，③子どもの意見を尊重した対応，（参コミ

ュニケーシ螢ンを重税する対癒，⑤学力補充を鷺癒し

た対応，を不登校を予防する指導・援勤として認籍し

ている。箆童は，①あたたかさ，やさしさを持った対

応，②教麟主導の糞意絡（優人的な対応，幾題が起きそ

うなときの予防的な手だて），③子どもの意見を尊重

し，本人を守る対応，◎元気がないとき友達麗係，能

力等に蟹癒した対癒⑤〕落ち込んでいるとき，｛本んだと

きの友達を通しての対応，を学校を楽しくするために

望む（あるいは望まない）教麟の指導・援跡として認、

難している。

　教套葎は，子どもに学力をつ1ナたり，§分と子どもと

の麗藻をよくすることよって不登校を予防しようと考

えているのに対して，箆童は元気のないとき，教舞と

の蔭係よ1罵，友達からの働きかげを求めているよう

である。この績果から，教編は農分で締とかしょうと

するが，児童は友達を通しての緩覇を求めている傾向

にあるといえる自

3．教麺と晃童の意識がずれている鰐慈

　不登校予跡を考える際に大事になってくるのが，本

人の気持ちにそった指導である。したがって，教鑛も

児童も欝定的にとらえている対応については積極的紅

行う必要があるが，教魎が■肯定的にとらえる羅合が高

く，児童が否定霞警にとらえる謎合が高い対慈（鉄下ず

れが発られると表寵／については捲導に当たる際十分

な翫憲が必要となる。そのような対応については，教

懸と疑童が必要としている割合の分庫を含めて考えて

みる。

　③1朝教室で子どもが来るのを待っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　朝教室で先生が子ども蓬が果るのを
　　　　待っている。

教誨

箆董 2載3三聾躍

9％　　　2蓼％　　　紛％　　　昏○％　　　80％　　　等総％

　この対応は，教瞬の7割が嘗定的にとらえている

が，児童は轡定的にとらえているのか3響透く，否定

的にとらえるのが5割近い。

　②　ほめたり，励ましの意陳で襲をなでる，肩をた

　　たく。

先生がほめた蟻励ましの意嫁で頭を
なでる，肩をたたく。

撫毒

　　　　ンドす
態壷壺騒麟嚢藍塵lll凶

鰹　2銚　醜　＆○驚　朧　1鑑」
　この対応については，教麟は膏定的（8割1にとら

えているが，晃重縁否定的にとらえている割合が多い

綴喜彗以一ヒ！。

　③　元気がないとき，教編の露の近くにする。

先生の薦の近くにする。

教練 霧雲

由
／
〆
■
8
…

で
一
鑑
7

　
　
墜

　
　
童

　
　
髭

3％　　　2｛翼　　　4｛）駕　　　δ｛｝％　　　8§％　　　1｛矯％

　この対応については，肯定的にとらえる教懸の方が

否定的にとらえる教蘇よ琴わずかに多い。また，教締

の6割はどちらともいえないと考えている。児童は否

定的にとらえる児童が3舗近くいる。

　（塗　元気がないとき，保護者に連籍して様子を㌶

　　く。

元気がなかったとき，お父さんや
お母さんに連絡して様子を羅く。

鼓舞

懸纏塑｛｝％　　　2｛罵　　　4（｝％　　　鵬　　　80％　　　1鵬

！愚教むた縁うが艦、、発して鞣しい

艦載ど・したほうが軽越、麗ど・して難しい

麗どちらともいえない

［1教ど・しなむ囎1う癖毛郎．鷺ど・してほしくない

糞教しな暴ほうがい継、児してほしくない

　この対応は，教晦のほとんどが貴’定的にとらえ，児

童は5詔鑛一t二が否定的にとらえている。

⑤学校に来ていないときの電謡での励まし。

学校にきていないとき，先隻が学校に
来るように電額で励蒙す。

璽…
4
皿

、
名

　
一

　
〆
　
／

一
馨
一

嬢箋

歯㎜桑
　
一
§
■

－㎜

|
『

　
簸
　
薔
　
童
　
箆

α％　　　2（｝％　　　4G累　　　6む％　　　8銚　　　窪（矯％
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　この対応は，教纏の4響が欝建的にとらえ，2割が

否定的にとらえている。箆童の5麟近くが否定麟にと

らえ，霧定的にとらえている箆童は3割以下である、

　⑧　休んだとき・保護者に様子を開くための家庭鋳

　　閥

鉢んだとき，お父さんやお母さん毒こ毒美子

を開きに家麩訪慰する。

教麟

燵整壷一一
（｝％　　　2§％　　　4｛｝艶　　　69％　　　8腕　　　翼灘％

　この対慈は，教轟の7講が舞定的にとらえている。

それに対して児童は7塞か否定的にとらえている。特

に「してほしくない珪の醤答が5割這い。教露華は7割

が欝定的，児童は7翻が否定的と，全く遂の反応を示

していることがわかる。この対応は，教懸と滝壷の考

え方のずれが大きい項§である。

　⑦　休んだとき，本人と議をするための家庭誌鶏

林んだとき，先生が家庭訪幾して
本人と語をする。

教鎌 董

懸璽謹蓬堕』口■国■匪
艦　　　鵬　　　4｛｝％　　　60％　　　8銚　　　嘩（矯％

　この対旛は，教懸の6麟近くが肯定的にとらえ，艶

童の7麟は否定的にとらえている。脅定的にとらえる

児童はごくわずか縫割！であることがわかる。つま

り，教麟は家縫誌聞して本人と話をする事を肯定麟に

観じているのに帰して，冤童は否定的にとらえあま◎

望んでいない。この対応も教締と覧童の考え方のずれ

が大きい項欝である。

獲　考 察

㈲積極的に行うべき麟慈

　教麟が必要と考え，箆童が望んでいる対応は，

②先生がみんなに楽しい行事を企鬱する機会を焦る。

②悪いことをした場合，すぐに鞄らず礫露を聞く。

1驚発表で翼違った子どもの意見をうまくまとめる。

㊧失敗したことを笑ったりした入を注意する。

⑤子どもの発表を一生懸命聞く。

⑤いじめがあったとき，謡をしっか鞍聞き注意する。

などである。これらは，子嚢の意見を導重し，本人を

守る交書応ということができる。子どもの意箆を尊重す

ることや，許どもを守る対惑ξま，完童も望み教麟も必

要と考えている対癒である。そして，これこそが児童

の人権を守る教睡の態度ということができるだろう。

これは不登校予防という談点だけでなく，学校教育に

おける教轟の望ましい態度というようにも考えられ

2§蓼趨一6

る．したがって，これらの対応は積極的に行う必要が

ある。

控1　教無｝と愛重の意識がずれている女書籍

　傑）蒙欝の麟慈

　　①　朝教室で子ども達がくるのを待つ

　朝教竃で先生が子ども達が来るのを待つという対応

は今騒の調査で7割を越える教懸が欝定的にとらえて

いるが，否定的にとらえている疑童が嘆罰舞ほ二もいる

ので，韓教室で教麟が子ども達がくるのを待つことの

良い点と悪い点について考えてみる。良い点としてあ

げられることは，教瞬が輯から教室にいることによ

り，教纈の賛の嚴かないところでいじめや開題響動な

どが起こらないようにできる。また，朝の子ども達の

様子を観察した1ヲ，子どもとふれあった毒する一事がで

きるなどである。それに対して悪い点としてあげられ

ることは，教麟が朝から教室にいることによって隻i童

は，教鰍こ観察されているようで窮羅に感じる場合も

あるということである。これと講じようなことを森醗

（茎鱒玉）はマートンの海複姓」の機念を電疑，紅学校

窮の開題行勇への睡視翌纏が拡大されることは，”一

霞では生徒の抱えている問題の解決にそれだけ寄与す

るにも纏わらず，飽面では，ゼ羅複姓遍が拡大され，問

題響動がよ辱総藻にわたって鐙握されることが必ずし

も子ども達に好ましい絃果をもたらさないことも起こ

る量と達べている。つまむ，森鑓ま教麟の溝題行動へ

の醒複姓の必要性を達べた上で，子ども達が自毒に振

る舞える空幾の必要性も遠べているのである。確かに

教麟｝毒薄絹題イテ動を見つけて捲導するという態度1まか弩

がでてしまうと，子ども達は息が詰まってしまい学校

に響くということに抵続を示す児童も箆られてくるだ

ろう。したがって，朝先生が教室で子どもがくるのを

待つ場合には，問題響動を見つけて注意するという態

度ではなく，子どもとふれあうということを前護譲二押

し饑し，子どもとともに活動するという醗癒などが必

要であるだろう。

　　②　ほめた1り，励ましの意味での頭をなでたり，

　　　麗をたたいた降する

　教締は励ましの意陳で子どもの鑛をなでた弩，肩を

たたくなどをする事は子どもとの親密度を高めた修す

るのに効果的だと考えている。しかし，児童の方はそ

う多くは求めていないという結果になっている。今縁

の調査では，学年箆較を鴛っていないため，確実なこ

とはいえないが，発達段陰が進むにつれて恥ずかしさ

が鐵てきて，今露の調査対象とした5隼生では身棒接

繕をそれほど求めないのかもしれない。今軽の講査結

果からいえることは，児童嫉励ましの意味で護をなで

られた｝），藩をたたかれたりする事は教麟が思うほど

にはしてほしいと患っていないということである。頸

をなでた諺，肩をたたくという行為を除いた，励まし

や低めるという縁応について茎一22で難いているの



奉登校を予防する指導・援勘グ）登り方に絶する講奮隷書 8§

で，それについても考えてみたい。茎一22「震いとこ

ろや護張っているところを見つげて励ましたり，ほめ

た暮する雄という対応は，覧童率均が塵点を超えてお

鞍，児童が望んでいる対癒ということができる。この

ことから，児童のがんば1りをほめるという背為は積極

的に宥ったほうがいいと思われるが，頭をなでること

や，謄をたたくことに麗しては，学年に応じて行って

よいのかと馨翼する必要があるだろう．

　2）元気がないとき，鉢んだときの麟慈

　　①　元気がないとき教麟の霧の近くにする

　教懸と癩を透くにするということは，先に述べた再

擾姓と縫孫があるだろう．教睡は演分の近くに児童を

お睾ナぱ“，　よく饒秀ご餐くし，｛再オ・あったとき業転逸できる

と考える。しかし，児童にとってはいつも莞られてい

るような気がしてのびのびと振る舞えなくなる可能性

があるので，髭気グ）ない児童がいた場合，その箆童に

対して藝湿りきちんとしてさえおけ1ま，あえて教轟と

霧を透くする必要もないと患われる。

　　②元気がないときや休んだときの保護者への遮

　　　絡

　学校に鴛っていて元気がないとき，抹んでいるとき

に，教締が保護者に連絡することについて，多くの教

麟が必要と考えている。学校に来ていても元気がなか

ったりした児童や欠癒した児童に慧して教舗が保護者

へ連絡する誓約は新星野ら（欝86）が述べるように髭

気のない建患や欠席の理海を闘いた辱，子どもの家で

の状溌を驚いた善），学校であったことを保護餐に話し

て協力を呼びか1ナたむするというに，情報交換をしあ

つて問題を早く解決することである。しかし，箆童に

とっては元気がなかった計｝，休んだ13したときでも蔑

に連絡してほしくないと考えている。これは，学校で

の麟題については家にまで持ち込んでほしくないとい

う気持ちの表れであるように思われる。これだけ発童

が否定的な感精を持っているということを考えると，

教睡が効果があると悪って鴛う場合でも手分な醗憲

《韓えば，晃童に嚢接がお父さんやお母さんにこうい

うことについて話をしたい（注意などではなく，協力

を呼びか1ナるという内容！というようなことを事購に

いっておくなど》が必要となってくるだろう。

③休んだときの本人への電泰での励まし

　本人が練んだときに電話で励ますことについては，

教懸が轡定的にとらえ，児童は否定的にとらえてずれ

が墨ている。教離にとっては練子を闘いたむ，励まし

のつも辱で電議するにしても，児童にとっては教締か

ら注意されているように感じる可能性もある。特に，

自分が学校に行きたいのに行けない場合などは，教睡

の電話がかえって嬉童の気持ちを焦らせてしまうこと

もある。しかし，学校との関係がつながっているよう

意識させる必要はある。したがって，鉢んだ児童に電

誌をする場合には，児童を漢意した1）するのではな

く，受容的な態度で気持ちを理解しようと努めること

が求められる督

　㊨　抹んだとき，家庭訪問をして水入と話をする

　家庭訪闘をして本人と誌をするということに対して

教鰍ま糞定的にとらえ，発意は否定的にとらえてずれ

がでている。これは③の電護での励ましと本人との直

接の謡という点では共通である。しかし，児童1ま家庭

訪瞬での謡という方に非常に挺否反応を示しているの

である。児童にとって家庭訪問は自分の領域にまで踏

み込まれるというような優人的な感じを受診るのかも

しれない。

　教鰍ま家庭訪問して本人と話をすることで，学校と

の関係がとぎれないように，また本人の気持ちを遷解

しようとする。しかし，子どもはそれを蓬香してい

る。したがって，教麟が家庭訪羅しょうとする際慧，

子どもの擦合を聞き，訪問の褻祭には，教臨の考えを一

方的に押しつ酵たξ｝，窪意した諺するのではなく，子

どもの気持ちをじつく弩と理解しようとする態度で望

む必要がある。また，話の内容は学校のことだ1ナでは

なく，子どもの欝心事に共感するなどの翫憲も必要と

なってくるだろう。

鮮　不登校予防におけるチーム指導

　岩本（i齢3）は，登校挺否がなぜこんなに増えたかと

いうことについて，実感的な仮説であると蕪置きしなが

らいくつかの講題提起をしている。その一つとして，教

麟が登校拒否についてほとんど勉強していないし，縫わ

琴の経験も少ないことから，登校捲否が治るまでとこと

ん関われる教麟が極螺に少ないこと。また，教緯が登校

拒否について学んでいく体翻が学校の申でも餐政のレベ

ルでも作られていないことを括摘している。つま1｝，教

懸の運解不建が不登校艶童を増撫させている可能性があ

るということをこと示している提議である。

　不登校になる要瞬は様々な問題が絡み合っていると

いうことができる，、それだけに，教締が驚童の一一人・一・

人の鵜題について遅解できているかという露から考え

ると，鷺本ほ§93）が捲摘するような教編の理解不足．

というものを否定できないだろう。では，その理解不

足をカバーして効果的な蠹毒・援助にあたる方法はな

いだろうか。筆者は，■…入の教締だけが思雛縫んで試

行錯誤的に撫導にあたるのではなく，チームを緩んで

振導方舞や指導詩灘を検討しながら最応にあたるのが

よ辱効果的であると考える。先に運べたことを中心に

鮨導方鏡を決定して対応にあたることが望ましいと考

えるが，それでも効果が見られない場合，チームでの

指導を考える必要があると患われる。そこでチーム指

導での先行礒究を発てみると晦蟻／欝88）は，不登校

児の捲導に際して，学校におけるチーム指導の薦点を

5つあげ，その必要性を示している。その穂点は次の

遜1うである。
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①　多面的な還解と柔軟性に富んだ指導が灘来る。

　②　不登校児の震頼を得やすい教麟を，中心に持つ

　　ていくことが旗来る。

③　指導霞標が複数の教晦によるチーム会議で険認

　　することが畠来る。

　◎　不登垂交箆善こ専醤機翼を紹会する必要があるか無

　　いかの覇翫も，チームで検討できる．

⑤不登校の礫解と捲導法が全校的レベルで講究・

　　鹸討されて，生徒揚導に関する教縣の酵己藩修の

　　場になる。

　これらは，不登校児の鮨導に際して述べられている

ため，不登校予隣という点から考えるとずれているも

のもある。しかし，ギ多懸釣な蓮解をはかる」やギ指導

目標をチームで検欝する」，「不登校の遅解と指導法が

全校レベルで縷討される」など，不登校筆跡という点

から考えても有効に働く点が多いと思われる。そこ

で，不登校を予紡するためのチーム指導・機動の流れ

を考えたい（下襲参舞翰。

　i－　　　　　　　一環、　　　　　　　　一一　　　　　　　擁鎚躰

　．豊」一一轡こな馨毅塗r■淫髪垂・墾蟹鑑

　　　　　　　嚥、、葛現状戴憂

　　　　　’一一一　　　三～
　　　　／〆
　　　か諺ない　　　　　　　　　　解診る

隠福蚕　〆／／…燕董による現状韓叢，

ユ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　ノ

　　　　皆一ム会議海舜るか働蟻灘、

　　　　　　　　－

いて，会議に参撫する教麟が理解できるように現状鞍

告をし，メンバーにもその児童に対して普段よξ）も難

を配琴，籍報を集めてもらうようにする。それと羅1鋳

に握狂は，落入記録表などを｛乍蔵しさらなる現薯素建i握

に努める。そして，会議で指導方舞・捲導講露等を験

試して指導にあたるようにする。随時，指導の成果を

会議で鞭害するようにし，揚導方針・麟’藤等を吟鎌で

きるようにしていく。そして，振尊した結果を良い

点，悪い点を含めて全体に難霧するようにする。そう

することによって①自分の指導を客観麟に見て，振舞

返る機会を得る。②不登校の遅解と詣導法が全校的レ

ベルで醗究・検討されて，教鯨の自己醗修の場になる

など有勤に饑く点が多いと考える。

お　わ　り　に

…藤霧欝欝ピ i織纏構轍換
1饗懇機鐙1

羅鐸玉釧欝蕪暴

　不登校の背景は様々あ琴，学校の取緩みだけで不登

校をなくすというのには無耀がある。しかし，学校全

体炉意識して不登校の予防に取り纏むことにより，不

登校箆童数分減少が難待できると患われる。不登校予

防を考えた場合には，集1灘に入れない児童に籍する言

葉かけや遊びに誘うなどの学級の治療釣な雰翻気づく

りや箆童の援跡的関わり，また，それを生み幽す教誌

の蚤導力，箆童の入権を守る教蘇の態度などの必要性

が改めて示された，、これらの方向性をもとに，一人一一

人の艶童に合わせて対応できるように考えていくこと

が今後の課題である。

　　　　　　　　　　謝　　灘

　ご多忙のなか，調査にご縫方いただきました小学校の究

生方，児童のみなさんに・誉よ韓感講申し…とげます。

　　　　　　　　　　　　　1艶童の変焦について穀憲
　　　　　　　　　　　　　i指導方舞・毒導計画再検誕1

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　〆・－
　　　　　　　　一　　　　　…良かった点，反省点の譲魯1

不登校を予隣するためのチーム撫導・援助の流れ

　不登校を予防するにあたっては，早難発見が望まれ

る。その意味で，担蔑だけの蓉で覧るのではなく，学年

主任，教科握任等の§からも見るというように多方面か

らのアプ鷺一チが必要となってくる。種無が気になる発

童を発見した場合には，自分な諺に現状を摺握し，会議

にか謬るか否かを串職籍する。また，握任外の教麟から気

になる鷺童の報告を受けた場合には，擾任が状溌を蓬解

するようにつとめるのと購時に，発見した教錘にも献溌

を見守るよう協力を呼びかける。発見した教麟の状溌判

噺と撞蓬の状溌離籍を総合して，会議にかけるかどうか

を竿彗藪するようにする。会議にかける必要がないと患わ

れた児童に越しても，麺任は十分に馨を醒っておき，必

要に応じて会議にかけるなどの配意が求められる。

　握任が会議にかける必要があると患われる児童につ

　　　　　　　　　　文　　献

i｝　文書葬雀　縫蟹癒）　登華交‡嚢否　（不登校）　疑題について一～琶

　童生徒の「毛・の農場所」作1ラを欝搭して一　学校不適応

講登羅究会議報告　文藻省祷等中等教育局

2）岡霧県教畜センター　纏鯵3）紅登校姫否に漢する毒多境涯

　岡㌫県教育センター紀要

3）根本範子，鑑々木蕉臨齢9樹「教蛮的零露気を醸成す

　る教舞の響為についての醗究≦兵庫教鳶大学生徒旛導醗究

4）森羅洋司ほ9斜）野不登校」現象の縫会学毒学文考

51星野仁彦，熊代承（欝8鵜「登校捲沓冠の治療と教育」

　馨本文髭科学社

61岩本稀彦（欝93〉「登校姫否増撫の鮭会的背景3月難字

　枚数奢嬉談第7巻　学事患版

7）擁堰灘、（簿88／ヂクラス握蕪の登校矩否入鬢髪学事鐵蔽

8〉含声…蒙シや佳鱒31「確かな人嚢醗に基づいた教輝の詣

　導姓が望まれている涯ぎ莞童心運遺第47巻第8号　金子書

　虜

（齢韓年3月3鍛受礫）
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ノ玉’￥材交1ゾ雛イ1篠斡綴射難任華華

兇鷺の不筋校巻予防する学級擦儀の獺聯援助のあり方についてのアンケートのお願い

　薄曇后i，　ノ」、中学外交1こ患3し・てイく登1イ交搬擁薫1娃訴ノ慧グ）翠敦1ま負三々ま韓顔1し．て）・ます“、，　文副3礁f力楕黛1鰻しノこ’1講ヰ交

ノド適1芯対策調査掃1写倒揚力薮会灘では191）0年の中開報告で1“誓駐校拒否はどグ）ヂ・にも趨こりうるも

グ）である一一1という見解を示し，学校でσ）不登榔ll題ヘグ）積極的な取り糸目，みを呼びかけています、，

　こグ）ような中で，児徽の不登校を許防“ずる指導援助として何が必要であるかを検討するた図）

に，光1鉦万力ぜ不登較予1物と：いう穫翼、1，1，くカ・ら児難に対“してど（ン）ような本旨」導1愛上切を戴ましいと．「猷って

いるかについてお1粥きしたく存じます、，

　お手数套おかけいたしますが，何卒ご協力をお願いいたします、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　’i近成11年9月

　　　　　　　　　　　　福鵬大学教官学壽ll　　　　　助教授　　　衡木　｛

　　　　　　　　　　　　福鵬大学大ご享：ll完孝文育学二石升ラ慧季1・　　　　　　渡部　一馳

1　まず，3篶生方の性別，年齢，勤務先についてお聞きします。，該嘱する番母に○をつけて1・一

　さい。

　問1、　あなたの・「生別　　 1．男イゾ1三　　2、　女’1焦

　問2　あなたの年齢　　1、20代　2．30代　3．如代　4．5〔）代

　問3　勤務先の地域　　1．嬉北　2．眼中　3，県南　4．会津　5．
　　　　　　　　　　　　　6．相双　 7．いわき

　以ド，不登校き㌻防の指導援助、1激職及び対応についてお聞きします。

　「醸4　イく登1交イ礁r司σ）児1蕪のす爵3、懸をしたことカ｛ありますカ・、，　1、はい　 2、いいえ

II　これからの問について厘は，指分の考えに　・番近いものの番堆に（こ）をつけてドさい、，

「　く1記入グ）イL寿〉
　　ミ欠ワ）唯雛訂1まイく｛褻牛交ゴ」i｛方と㌧・う後見、1、｝，実力・らみ，メヒリ己1’鞭に玄才略qる彗糟3擦・イ；凝鯉」としてどσ）くら）・守攣

　うべきだと、1蓼、いますか、〉それぞれについて，

　5．　した万力｛いい

14、どちらかといえばした方がいい
　3．　どちら～二もv、身的なレ、

i2．どちらかといえばしない方がいい
ミ

　1．し．ない方がいい

、σ）うち，蔓）つと1も賄てはまると、轡、うもグ）・つ選一）で番母に（）をつけて『ドさい、，

※　 i“どちらともいえない、1には，はっきりと二熈羊愛．ないときに1だけ（二）をつけ軒ぐ1ぐさい、，

1　掌紋金棒の子ど蟻達に対して

1．先鷹の方からあいさつをする。，

2．Il弱孝文察で妊ども力編ξる¢）を待っている、、

3．ほ配）たり，は：げましグ）愈味で頭をなでる，講をたたくなどする、，

4．遊びや活動など　・緒に取り細，む。

5．　ヂどもに対してやきしく，災難むで4饗する、，
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5先月三力ぜグノレーフ窪こ入・1）て　　・糸留に華奢雲霞をとる、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　・4　・3　・2

イオくみ1特…隣聾こう鷲右1．：iカ｛遊手びに藷秀う、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・4　・3・2

フ℃言炎を繕一《一）たり　し『ご英才っ・ぜる、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　・　4　・3　・　2

r・どもに楽し，。い行事を．企画する機会を与え。る、、　　　　　　　　　　5・4・3・2

f木んだノkカ｛いた走湯合，先d三力㍉毒酒己して1ぞの入。）華華ヂをクラス（ノ）友三懸に1粥いたり『畢昇る、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　・4　・3　・2　　圭

11、’挙確教護≧イ本に二文寸して，で’きるノごむナ’享睦交をイ水藻なレ・ように日ヒ嚢力玉らll汚して才5く、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　・4　・3　　2　　隻

12．　鑓記，　気彗轡ちなとゴをゴ・どもにノー一一トに欝力・せ，　それに先生力｛感想などを嚢妻：く、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・4・3　2

13．予ど罵）から話をしてきたとき，時間をかけてしっかり聞く、，　　　5弓・3　2

羅，先鷹の方から議す蒔開を作而．うてなやみごとなどグ）議を聞く，，　　　5・恥3　2

崖5．授業1夢グ）個別1旧爵綿σ）機会を多くする、，　　　　　　　　　　　　　　　5・4・3　2

16，

17．

18、

19．

2（｝．

1受講中昔葉イ乍ヂ1領活動べ噸鋤きグ）ある活動を多く取り入れる，、　　　　　　　5・4　3　2　1

嚢輩誕て罫まちカ｛つたことをレ・つた許どもグ）！醸勝色を，　う濠くまとグ）て茂渦デる、、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・4　3　2

学糊の凝れがちな∫二・どもに休み暗闘や放課後，単瓣の婚導をする。　5・4　3　2

罫どもカ｛わからない問題力｛あるときは，わかるまでr寧に孝文髪．る，、、　5・4　3　2

許どもが発表をして“いるとき　・癒懸命1耀く、，　　　　　　　　　　　　5・4　3　2

2i．　許どものイ本調が悪いようなとき，やさしく声をかける，，

22．　ヂども（ノ）良いところや藤ω長・．）ているところを絶つけて1，励ましたり，

襲σ）アンケートにもお願いします、，

5　・4　・3　・2　　1

ほめたりする、、

5　・4　・3　・2　　1

鋸
鎌
懲
嘩
醸
羅
叫
か
蘇
韓
・
齢
灘
3
掛
帯
凝
鴛
澱
叫
か
灘
曝
鶏
囎

総



23　始業時刻に遅iれてきたヂどもカぜいた些），本人を気遜レ．」た醗蘂かけをする、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・4・3・2・聖
別　許どもが何か悪いことをした場合，すぐにおこらず理由をし・）かり聞いてから対応を

　考える。，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・4・3・2・

25　いじめがあった場合，譜をしっかり聞いていじめた人を嬬導する。　5・4・3・2・

26．ほかの先生に叱られたことがあったら，

27．失敗したことを笑ったり，馬鹿にした

講を聞いてやさしくなぐさめる。

　　　　　　　　　　　　5・4　　3　　2　　1

したヂどもがいた場合注蔵する。

　　　　　　　　　　　　5・4　3　2　1

貰　何となく死餓がなく，おちこんでいる，不登校に怠りそうな子どもに対して

1．∫・どもの趣味や好きなことなどについて話を聞く，，

2．トどもの発表しやすい湯翻でだけ撫熱する、，

3．授楽1中はげましのことばをかけ畷），、

4，　了霞麗なとゴを離1すユ｝勢蕉ヤ，　あまりてr）らくならなし・よう隻｛1をつカ・う、，

葺．単襲1発表会などて｝，活躍の場を繕える，，

6．係り活動などで熱担にならない縦：鰯を与える。，

7．あ荘）かじめ本人の懲懲を確認してから席を決める。

8．本人が好んでいる友遷と席を近くにする，、

9．先姥の1、餐。）近くにする、、

10．学級の元気び）いい友だちといっしょの班や係りにする、
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11．掃除の班など伸び）いい友だちなどを考えて決める、）　　　　　　　　5・4・3・2・

｝2。イ中グ）し・レ・友〕羅1こ遊びに：葦1秀うよう1雪雲しておく、，　　　　　　　　　　　　5・4・3・2・

13．　・入でいて元気がないようなときは譜しかけてあげるように伸の良い友達に頼んでおく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・4　・3・2・

14．仕佑が興味を捗ちそうなド棚紛よていを帰りぎわにいう一・恥3・2・
15．　」侵ゴもが元気がなかったりしたとき，保護者に1慰給して話を1粥く、，　5・4・3・2・

選　不登校鱗陶の子どもが簿かの理撫で蝉校を俳んだと零

16．学手交に来ていないと：き，学統交に来るように電話ではげます、、

17．学校にきてないとき，許どもを遇えに行く。

18，イ木んだ時σ）ことを次σ）1灘，　本人に詳しく聞く。，

19．休んだ日σ）次のlllには温かい欝蘂かけをする。

20．休んだとき，友達に電話をするようにお願いする。、
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52工．休んだとき，　（次のllの朝〉仲の良い友達に迎えに行かせる、，　　　5・4・3・2・1

22．休んだとき，学校の様許や次グ）E牙のよていを手紙で矧らせる、，　　　5・4・3・2q

23．休んだ次の日学校に行ったとき，　1明日も元気に掌紋に来てね。1と励ましの欝壌を欝う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・4　・3・2　・圭

24．保健察など教察以外への登校を認める。　　　　　　　　　　　　　5・4・3・2・i

25．凝れてもいいから学校に来るようにすすめる、、　　　　　　　　　　5・4・3・2・1

26．」’・どもが休んだとき，保護者に様子を聞きに家庭紡関する。

27．子どもが休んだとき，家庭訪問して本人と話をする、，
5　4　3　2
5　4　3　2

ここからは麟繭記述でお釜えくださいQ

1，した方がいいと思って至）実行するのが難しいと患われる嘩）び）もあると思います、、それはど

　うレ・う葦黒蕪｛でで博明力・、，

2．不登校を1坊ぐために鳳・がけてf餐行していることは脅∫ですか，，

3老く登校になりぞうな野どもに対してできて良かったと思われる（こうすればよ）嘘思われ

　る）指導・援助は飼ですか、，

こご協ノ」漆）リカ｛とうごさfい藻しノご。、
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